
 

よむぞうタイムズ  74号 
５年生 ６年生          狭山市立図書館 2019.3.1発行   

6年生は間もなく卒業だね。 

そして、5年生は小学生ラストの１年だ。 

きみにとって、学校ってどんなところ？ 

今回は学校をテーマに本を紹介するね。 

 

 「ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。」 
マララ・ユスフザイさんの国連演説から考える 

（J373ﾕ） 

 マララ・ユスフザイ／述 石井 光太／文 ポプラ社 
 

学校へ行けるのは、あたりまえ？いいえ、

15％の子どもが小学校に通えない国がある。

中学校に進学できるのはさらに少ない。「いつ

かはきっと…」と夢見るだけじゃ、なにも変わ

らない。未来は、きみたち子どもが築いてい

く。だから、自分の考えを自分のことばで伝え

られる人になろうよ。 

「世界のともだち」 01 ルーマニア アナ・マリアの手づくり生活  

                     （J384ｾ1） 
 長倉 洋海／写真・文 偕成社 
 

アナ・マリアの家は、農家。ほとんどの食べ物

は自給自足。家の手伝いもたくさんする。学校

は9月から始まって、小学校も中学校も4年

制。給食はない。お腹がすいたら、どの授業の

合間でもOK、10分の休み時間で持ってきた

ものを食べるんだ。ルーマニアの小さな村に住

む子どもたちの暮らしをのぞいてみよう。 
 

 

このシリーズは、36巻あります。世界36か国のともだちの日常が紹介され

ているよ。いつかきみが行く国があるかもしれないね。 



「こちら『ランドリー新聞』編集部」 （JSｸ） 
 アンドリュー・クレメンツ／作 田中 奈津子／訳  

 伊東 美貴／絵 講談社 

「5年2組横山雷太、児童会長に立候補します!」 （JPｲ） 
 いとう みく／作 鈴木 びんこ／絵 そうえん社 

 

雷太は友だちと「なんでも屋」をはじめた。商

売は順調。ところが「児童会長になってく

れ！」というとんでもない依頼
いらい

がきた。雷太は

しょっちゅう先生に怒られるし、成績もよくな

い。児童会長のガラじゃない。だけど、これは

仕事だ。ライバルはモテモテ優等生の牧野く

ん。さぁ、二十日間の選挙戦のスタートだ！ 

「マチルダはちいさな大天才」（
 ロアルド・ダール／作 宮下 嶺夫／訳

 クェンティン・ブレイク／絵 評論社
 

 

「ラーソン先生は全く授業をしていませ

ん。」カーラの作った「ランドリー新聞」

にラーソン先生の怒りが爆発
ばくはつ

。新聞を破か

れたカーラは、記事に思いやりがなかった

なと反省し、真実と思いやりをモットーに

みんなで新しい新聞を作ることに。でも、

ある記事が大論争を引き起こした。表現の

自由ってなんだろう。 

5歳にして十二倍のかけ算もこなす

天才少女マチルダ。でも両親は、小学校の

入学手続きさえも忘れるほどマチルダに無

関心。やっと入れた小学校では

校長先生が子どもたちを 

「きたないチビの虫けら」 

なんていうんだ。 

おまけにいたずらの 

ぬれ衣をきせられた。 

マチルダの 

反撃開始！ 
 



「劇団6年2組」 （JPﾖ） 
 吉野 万理子／作 宮尾 和孝／絵 学研教育出版 

 

お別れ会で劇をやろうってみんなで決めたの

に、ちっとも協力してくれない。責任者の立樹

は悩んだ末に演目を「シンデレラ」に。台本作

りも、演出もかって出て、おまけに「まま母役

は、オレがやる！」と宣言
せんげん

した。すると、なり

手のつかなかった役にも立候補者が現れた。 

あれ？みんなやる気になってきた？ 

「マチルダはちいさな大天才」（JSﾀﾞ/JLﾀﾞ16） 
 嶺夫／訳 

評論社 

毎月２３日は家庭読書の日 狭山市教育委員会 

「魔法の学校、大さわぎ」なぞのハリケーンピーク 

（JSﾏ） マーガレット・マーヒー／文   

 ウェンディ・スミス／絵  夏目 道子／訳 ほるぷ出版 

ハックスレーと妹のザザは、いたずらがすぎ

て、スパルタ教育で有名な学校に送りこまれ

た。ところが一日に何度もハリケーンに襲わ

れる山の頂きにある学校は、厳格な校長先生

が行方不明になっていて、算数も理科も勉強

しない自由な魔法の学校だった。「自分たち

にぴったりだ！」とふたりが喜んだのもつか

の間、学校は廃校
はいこう

の危機にさらされていた。 

歳にして十二倍のかけ算もこなす 

天才少女マチルダ。でも両親は、小学校の

入学手続きさえも忘れるほどマチルダに無

関心。やっと入れた小学校では 

 

「きたないチビの虫けら」 



「ありがとう、フォルカーせんせい」（EEﾎﾟ）     

 パトリシア・ポラッコ／作・絵 香咲 弥須子／訳  

 岩崎書店 

トリシャは本を読んでもらうのが大好き。でも

自分では読めない。文字はくねくねして、数字

もまるでレンガの山みたい。みんなとちがう？

そんなトリシャにフォルカー先生が言った。

「きみはかならずよめるようになる。やくそく

するよ。」 

   おはなしの庭 

 春のおはなし会 すばなし 

 

日時：3月24日（日）14:00～ 

内容：東京子ども図書館の 

   浅見和子さんによるすばなし 

場所：中央図書館 4階 会議室 

対象：小学生から  定員：なし   

費用：無料  申込み：不要 

       さやまの100冊 

「子どものときに読みたい本100冊」（さやまの100冊）は、

狭山市の教育委員会がおすすめしている本です。          

      ＝ 休館日のご案内＝  

【中央図書館】 

 ☆3月☆４・11・18・25日  

 ☆4月☆1・2・8・15・22日 

【狭山台図書館】 

 ☆3月☆11・25日  

 ☆4月☆1・8・22日 

狭山市立図書館 

 中央図書館   
    ☎ 04-2954-4646 

 狭山台図書館  
    ☎ 04-2958-3801 
 狭山市公式ホームページ 
   http://www.city.sayama. 
 saitama.jp/  

でかぞうクラブ 

カラフルマーブリングの工作と 

おはなし会 

日時：3月31日（日） 

   14:00～15:30 

場所：狭山台図書館 2階 視聴覚室 

対象：小学生 定員：２０名  

費用：無料 

申込み：3月10日（日）9:00～       

    狭山台図書館へ（電話可） 


